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「
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
く
新
聞
を

読
ま
せ
た
い
」。
東
京
都
江
東
区
の

区
立
第
二
亀
戸
小
学
校
の
田
中
孝

宏
校
長
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
授
業

を
提
案
し
実
践
す
る
。
２
０
１
３

年
度
初
め
、４
年
生
の
教
室
で
ゲ
ー

ム
の
よ
う
な
モ
デ
ル
授
業
を
し
た

と
こ
ろ
、
児
童
た
ち
は
喜
々
と
し

て
新
聞
を
広
げ
た
。

「
新
聞
を
家
で
読
ん
だ
こ
と
あ
る

か
な
？
」。
児
童
か
ら
パ
ラ
パ
ラ
と

手
が
上
が
っ
た
。
新
聞
離
れ
の
実

態
が
う
か
が
え
る
が
、田
中
さ
ん
は

「
今
日
は『
新
聞
っ
て
な
に
？
』と
い

う
お
勉
強
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
に
こ
や
か
に
新
聞
を
広
げ
た
。

「
は
い
、
こ
の
新
聞
の
中
に
い
ろ

ん
な
人
の
名
前
が
出
て
く
る
ん
だ
。

名
字
を
見
つ
け
た
ら
紙
に
ど
ん
ど

ん
書
こ
う
。
自
分
の
書
い
た
名
字

に
、
お
友
だ
ち
が
誰
も
同
じ
名
字

を
書
い
て
い
な
か
っ
た
ら
1
点
あ
げ

よ
う
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
の
選
ん

だ
名
字
を
、
も
し
20
人
以
上
の
友

だ
ち
が
書
い
て
い
た
ら
２
点
と
い

う
ル
ー
ル
。
だ
か
ら『
み
ん
な
が
書

く
だ
ろ
う
な
』と
い
う
名
字
と
、『
誰

も
書
き
そ
う
に
な
い
な
』と
い
う
名

字
の
両
方
を
書
く
と
い
い
ね
」

子
ど
も
た
ち
が
新
聞
を
広
げ
、

鉛
筆
を
動
か
し
始
め
た
。
5
分
後
、

「
は
い
、
そ
れ
で
は
名
字
を
言
っ
て

も
ら
い
ま
す
」。
田
中
さ
ん
は
あ
る

男
の
子
の
机
を
の
ぞ
き
込
み
、「
○

○
君
は『
小
谷
野
』と
い
う
名
字
を

書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
れ
か
こ
の

名
字
を
書
い
た
人
は
い
る
？
」と
尋

ね
た
。
手
が
上
が
ら
な
い
。
同
じ

名
字
を
書
い
た
子
は
い
な
い
よ
う

だ
。「
は
い
、○
○
君
は
1
点
を
ゲ
ッ

ト
だ
よ
」と
の
声
に
、
男
の
子
が
う

れ
し
そ
う
な
顔
を
見
せ
た
。

「
鈴
木
」と
い
う
名
字
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
と
、
す
ぐ
に
数
人
か
ら

手
が
上
が
っ
た
が
、
20
人
に
は
及

ば
な
い
。「
は
い
、
0

点
で
す
。
じ
ゃ
あ
こ

れ
は
ど
う
か
な
？
」。

こ
ん
ど
は「
徳
川
」と

板
書
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が「
わ
ー
っ
」「
徳

川
家
康
だ
」と
歓
声

を
上
げ
た
が
、
だ
れ

か
ら
も
手
が
上
が
ら

な
い
。「
こ
う
い
う
昔

の
人
の
名
字
は
1
点

取
れ
る
よ
ね
」と
田

中
さ
ん
。
こ
の
名
字

を
見
つ
け
た
男
の
子

が「
や
っ
た
ー
」と
歓

声
を
上
げ
た
。
授
業

開
始
か
ら

約
15
分
だ

が
、
一
気
に

盛
り
上
が
っ

た
。こ

れ
は

ゲ
ー
ム
的

要
素
を
組

み
込
ん
で

子
ど
も
た

ち
の
意
欲

を
高
め
る
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
法
だ
。「
最
近
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
新
聞
は『
知
ら
な
い
メ

デ
ィ
ア
』で
す
。
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」。
そ
う

話
す
田
中
さ
ん
は
今
ど
き
の
小
学

生
に
つ
い
て「
社
会
的
な
問
題
を
話

す
機
会
が
な
く
、
ゲ
ー
ム
的
な
要

素
が
な
い
と
動
か
な
い
。
ま
ず
は

楽
し
み
な
が
ら
新
聞
に
触
れ
さ
せ

よ
う
」と
考
え
、
い
く
つ
か
の
ア
イ

デ
ア
を
提
案
す
る
。

た
と
え
ば
、
紙
面
で
人
名
を
見

つ
け
、
ひ
た
す
ら
○
印
を
付
け
て
い

く「
見
つ
け
た
よ
、
こ
ん
な
人
！
」と

い
う
実
践
。「
よ
ー
い
ド
ン
！
」で
始

め
る
。「
早
く
た
く
さ
ん
見
つ
け
た

人
が
勝
ち
だ
よ
、
と
言
う
と
子
ど

も
は
必
死
で
新
聞
を
見
ま
す
」と
田

中
さ
ん
。
何
分
か
た
っ
て
○
印
を

付
け
た
人
名
を
挙
げ
さ
せ
る
。
先

生
が「
何
を
し
た
人
？
」と
尋
ね
る
。

子
ど
も
が
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら

先
生
の
勝
ち
で
、
答
え
た
ら
先
生

の
負
け
。
だ
か
ら
子
ど
も
は
懸
命

に
記
事
を
読
む
。

地
名
を
見
つ
け
る「
知
って
る
？
こ

の
場
所
」や
、「
数
々
の
数
字
」も
同

じ
ア
イ
デ
ア
で
、
田
中
さ
ん
は「
知

ら
な
い
う
ち
に
記
事
を
読
ん
で
い

て
、
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
み
、
点

数
を
つ
け
る
と
も
っ
と
お
も
し
ろ
く

な
る
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で

新
聞
を
読
め
る
工
夫
が
必
要
」と
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
。 キャプ

ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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その他
事例 3

▶被災地から全
国の学校へ
ことばの貯金箱

学校以外の公民
館や

図書館などで、
幅広い

世代が参加す
る「地域

NIE」が注目され
るなか、

東日本大震災の
被災地

のプレハブ仮設
住宅で、

新聞から心に
響く言葉

を切り抜く「こと
ばの貯

金箱」という取り
組みが

始まった。救済
や追悼、

希望や復興など
心の叫

びを託す文字を
画用紙

などに貼って表
現する

活動で、全国各
地で小

中学校など教育
現場へ

と広がろうとして
いる。

　被災地の仮設
で始まる―再生

を託して

「ことばの貯金
箱」を提唱、実

践しているのは
、元仙

台市立中学の
教諭で白鴎大

学講師の渡辺
裕子さん。

「学校の内外
を問わず、もっ

と多くの人たち
に新聞を

使ったコミュニ
ケーションの楽

しさを知ってほ
しい。そ

れが地域コミュ
ニティの再生に

もつながる」。
そう考え、

小中学校で親
子参加型のN

IE活動の普及
に力を入れ、

2006 年から「N
IEで向こう三軒

両隣」を合言葉
に公民

館や神社を巡
回しながら新聞

を使って学ぶ「
地域NIE」

に取り組んでき
た。世代を超

えて取り組める
楽しさが

評判を呼び、
各地のNIEセミ

ナーで引っ張り
だこだ。

2011 年 3月1
1日。東日本大

震災を同市内
の自宅

で体験した渡
辺さんは被災

者の心のケア
が気がかり

で、被災地の
仮設住宅や小

中学校を訪ね
、NIE 活動

を通した対話を
続けている。

震災から1年
3カ月後の 20

12 年 6月13日
、仮設

訪問を続ける
渡辺さんは海

岸線に近い同
市若林区の

世帯数 15とい
う小規模な仮

設住宅を約 2
カ月ぶりに

訪ねた。詩の
朗読や仙台弁

の語りでコミュ
ニケーショ

ンを図った前
回と同じように

、プレハブ住ま
いのお母

さんたちが集
会所にキュウリ

の漬物、タケノ
コやフキ

の煮物など手
作りの品を持ち

寄って集まった
。そこで

渡辺さんは新聞
を配り、こう呼

びかけた。

「今日は皆さ
んに『ことばの

貯金箱』をやっ
ていただ

きます。新聞か
ら自分が大切

だと思う言葉を
選んで切

り抜いてくださ
い」

お母さんたち
は新聞紙面に

目を走らせ、
文字をは

さみで切り抜く
と、箱代わりの

ポリ袋に入れて
いった。

渡辺さんは「こ
れを台紙に貼

ってください」
と声を掛け

た。「震災乗り
越え」「半歩ず

つでいいんだ
」「これか

らがスタート」
「恩返しの人生

を」「花咲く未
来心待ち」

……。カラフル
な画用紙を埋

める文字に被
災者の心

情が浮かび上
がった。

次にこの「作品
」を隣の人たち

に見せながら、
自分が

抱える気持ちを
伝え合った。福

島県から避難中
の主婦

が「言葉を貼っ
ていくことで心

が整理されて
スッキリし

た」と話す姿を
見て、渡辺さん

は「心の奥底に
ある思い

をさらけ出すこ
とで前に進める

のでは」と感じ
た。日々

の出来事の喜
怒哀楽がいっぱ

い載った新聞な
らではの

「学び」と言え
そうだ。

　小中学校の実
践に反響

「あなたもすぐ
にできます」「

言葉の億万長
者になり

ましょう」――
。NIE 教育コン

サルタントとし
て活動し

ている渡辺さん
は「ことばの貯

金箱」の伝道師
として被

災地の学校も
回り始めた。

教師になる前
のアナウン

サー時代に培
った巧みな話

術が生きる。「
言葉を箱に

入れる時に『チ
ャリーン』と声を

出しましょう」と
声を掛け

ると、子どもた
ちは一斉には

さみを手に切り
抜き作業

にかかる。

「つながる」「
瞳の輝き」「再

生へ　心ひとつ
に」「未

来照らす」「夢
と希望」……。

仙台市立東宮
城野小の

5年生は連帯
の決意や復興

の願いを込め
た言葉を画

用紙に貼り付け
た。

また、同市立生
(おい )出 (で

) 中の 1年生は
「シン

プルだけど、
おもしろい」「

時間がたつの
を忘れるほ

ど熱中した」「
家では母が楽

しそうに続けて
いて、い

つの間にか祖
母も父も（言葉

を）貯金箱

に入れていまし
た」などと感想

を語った。

実践した教師や
スクールカウン

セラー

から「子どもた
ちの興味、関

心や心の動

きがつかめる
」「カウンセリ

ングの資料

に有効」などの
声も聞かれた

。また保護

者は「子どもと
の話題が増え

、選ばれた

言葉から子ども
が何を思い、

考えている

のか創造でき
る」などの感想

を語ったと

いう。

　各地に広がる
実践

被災地以外か
らも講師として

招かれ、2012
年末に

東京都千代田
区で開かれた

教師向けNIEセ
ミナー「第

100回新聞活用
実践教室」（毎

日新聞社主催
）ではワー

クショップを行
った。受講して

いた東京都北
区立東十

条小学校の川
崎由美子教諭

は、自分もは
さみで試し

ながら「道徳の
授業に取り入れ

よう」とひらめい
た。

約 1カ月後の翌
年 1月23日、

川崎教諭は教
室で担

任を務める5
年生と向き合っ

ていた。人種
差別と闘っ

た米国の黒人
女性歌手マリア

ン・アンダーソ
ンの黒人

霊歌「深い河」
を聴かせた後

、「マリアンの
気持ちや生

き方に合う言葉
を新聞の見出し

から見つけよう
」と呼び

かけた。

児童らは「心の
貯金箱」と書か

れた手作りの紙
箱を取

り出し、新聞を
机に広げた。

川崎教諭は「言
葉を箱に

入れるときには
大きな声で『チ

ャリーン』と言っ
てくださ

いね」と呼びか
けた。「せっか

くだから楽しみ
ながらや

りましょう」と助
言し

た渡辺さんの
指導

を参考にした
のだ。

子どもたちは喜
と々

してはさみを動
かし

始めた。

「変わらぬ輝
き」

「あきらめない
未来」

「人間を信じ
たい」

「未来向いて
世界と

交流」……。チャ
リー

ンという元気
な声

が教室に響く
たび

新
学
習
指
導
要
領
で「
新
聞
の
活
用
」が
盛
り
込
ま
れ
、

注
目
を
集
め
る
N
I
E（
教
育
に
新
聞
を
）。
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【小学校】
事例 1●NIEタイム　埼玉・赤見台第一小学校
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事例 3●ふるさと新聞づくり　長野・松川中学校
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属中等教育学校
事例 2●外国人に小学生新聞　東京・小松川第二中学校（夜間）
事例 3●ことばの貯金箱　被災地から全国の学校へ
事例 4●大学生が震災記事で授業案づくり　長野・信州大学
事例 5●ファミリーフォーカス　いっしょに読もう！ 新聞コンクール 
事例 6●活発化する教員の自主的勉強会　大分県NIE 実践研究会
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紙
面
は
編
集
中
の
も
の
で
実
際
の
内
容
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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